
 

 

核となる体験活動の実際【第６学年の実践】 
   １ テーマ 

    「大王谷の福祉について考えよう」 

  ２ 目標 

   ○ 地域・人に対し、自分たちにできそうなことを考えて、自分ができることを進んで行う。 

   ○ 自ら選び計画した活動に、友達と協力して取り組み、自分なりの考えをもつことができる。 

   ○ 地域調査を通して地域のよさや課題を知り、課題解決を通して地域とのつながりを深め、地域で 

    の福祉活動に関心を持つことができる。 

   ○ 福祉教育を通し、これからの自分の生き方を考えることができる。 

  ３ 第６学年で目指す基礎的・汎用的能力を身に付けた児童の姿 

人間関係形成・社会的能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力 
相手の立場に立って考え、

適切に行動することができ

る。 

自分の長所や欠点に気づき

自分らしさを発揮すること

ができる。 

自分の行動をふり返り、

問題点を改善しながら最

後までやり通そうとする

ことができる。 

憧れとする職業を持ち、

今やるべきことを考える

ことができる。 

４ 活動の実際 

 学習内容及び活動 

課

題

に

出

会
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１ 福祉を知ろう「ふくしってなんだろう」 
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２ 地域を知ろう！「作戦会議」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域を知ろう！「地域調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇外部講師(4 名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・目的・目標・学びのプログラムについて 

 ・ふくしの学び(基本) 

  福祉＝ふだんのくらしをしあわせにすること 

 ・チカラの使い方 

 ・学びの確認、個別課題の説明 

◇外部講師(4 名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・インタビュー結果の発表(共有) 

 ・地域調査の説明(あいさつ、見えないものを

見るメガネ) 

 ・作戦会議(グループワーク) 

 ・調査コース、内容、調べたいこと、必要な機

関との調整 

◇外部講師(3８名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・地域調査のポイントの確認 

・地域調査 

  6 年１組(6 月 21 日)…7 グループ 

  6 年２組(6 月 13 日)…7 グループ 

  6 年３組(6 月 14 日)…10 グループ 

 ・学びの発表・共有 

児童に「福祉」を理解させるため日向市社会

福祉協議会の成合進也さんを外部講師として

「福祉」についての共通理解を図った。 

「福祉」とは、「ふだんのくらしをしあわせ

にすること」であり、そのためには、命を大切

にし、互いに“ちがい”を認め、感謝の気持ち

をもち、自分も人も共に幸せに生きることが大

切であるということを学んだ。 



 

 

 

４ 地域を知ろう！「地域診断書作成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 地域を知ろう！「地域課題分析」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 私たちにできること！「子ども支援会議」 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 動けば変わる！「作戦会議」 

 

 

 

 

 

◇外部講師(17 名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 2 名 

 大王谷学園中等部 7 年生(14 名) 

〈学習内容〉 

 ・地域の課題の報告(ポスターセッション) 

・地域課題の分析 

 ・地域診断所への書き込み 

 ・地域課題の明確化 

地域診断書をもとに、児童が地域に出か

けて気付いたことや課題について報告し

たり、共有したりする場として子ども支

援会議を設定した。この活動には、昨年

度同じ題材で地域を見つめ直し、活動し

てきた先輩である中等部の 7 年生を招待

した。7 年生と話し合うことで、自分た    

ちが気付いた地域の課題と昨年度 

７年生が気付いた地域の課題と比 

べ、共通点や相違点を話し合うこ 

とで、課題をより明確にすること 

ができた。 

 

◇外部講師(3 名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・地域診断書作成のポイント説明 

・地域診断書作成 

 ・地域診断(よいところ・課題) 

 

※地域調査の情報をまとめ、地域診断書と

して調べたことを地図に書き込ませた。

調べてきたことを書きこむことで、情報

の可視化ができ互いに気付いたことや地

域の課題が何かについて話し合う上で意

見が出しやすくなった。 

◇外部講師(３名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・子ども支援会議のポイント説明 

 ・子ども支援会議(グループワーク) 

  地域の困りごと、理想の結果、福祉活動 

 ・学びのまとめ 

◇外部講師(３名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・地域福祉活動調整シートの作成 

  アクションプランシートをもとに作成 



 

 

 

８ 動けば変わる！「地域を良くし隊」 
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９ 動けば変わる！「地域福祉活動報告書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇外部講師(3３名) 

 成合進也先生（日向市社会福祉協議会）他 

〈学習内容〉 

 ・地域福祉活動のポイントの確認 

地域課題解決の方法 

グループ確認   

・地域福祉活動 

 連絡調整 

 福祉活動の実際 

  6 年１組(10 月 24 日)… 7 グループ 

  6 年２組(10 月 25 日)… 7 グループ 

  6 年３組(10 月 26 日)…１０グループ 

 ・学びのまとめ 

〈学習内容〉 

 ・地域福祉活動のまとめ(個人→グループ) 

 目指すゴール(目的) 

 どんな活動をしたか。 

 活動した結果どうだったか。 

 今後の活動計画 

 

※ 地域福祉活動が終わった後「私が学んだこ

とは…」として、自分が福祉活動で何を学び、

何を感じたかをまとめた。ただしこの報告書

は、単なる活動の記録ではなく、家庭の方々

へ向けて自分たちがどのような学習をして

きたかを家庭に向けて報告する形式にした。 

   

自分たちの住む地域を「ふくし（ふだ

んのくらしをしあわせにする）」の視点

で見つめ直し（調査・分析）、その結果、

気付いた課題を解決するために実際に

行動を起こした。 

地域調査同様、各学級いくつかのグル

ープに分かれたので、社会福祉協議会の

方々に協力いただき実践活動を行った。 

社会福祉協議会の方々の評価を見る

と、概ね高評価をいただいているが、活

動の途中で変更があったり、新たな課題

が見つかったりした地区もあり戸惑っ

たグループもみられた。それらのグルー

プも含め、児童に確認したことは、この

活動はこれで終わりではなく、今後も継

続して行われるということであった。ま

だやり残したことがあれば、引き続き取

り組むことで、地域の福祉活動になると

いうことを伝えた。 

児童は、これまでのことを思い出しながら家

庭の方々に分かるように分かりやすく書くこと

ができ、保護者の方々も児童の活動をもとに地

域福祉に取り組んだ子どもたちを称賛するコメ

ントを書いていただき、児童にとっても励みに

なった。 

このような活動をとおして、家庭の方々にど

のような学習を行っているのかを知っていただ

くきっかけとなった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 研究の成果と課題                     表 自己評価（※ 5段階で「5」がよい評価） 

今回実践した福祉教育に関しては、自分の住んでいる地域   

を見つめ直し、学習し、地域のことを知り、地域を大切にす 

るということを児童一人一人が感じることができた取組であ 

った。そのため自己評価をみても、おおむね「よい」という 

評価であった。 

 (ア) 研究の成果 

○ 福祉活動をとおして、児童一人一人が「自分のできること」「意義を感じること」「したいこと」につ

いて、地域に主体的に働きかけることによって、自分自身の可能性を含め、肯定的な見方や考え方がで

きるようになった児童が増えた。(自己理解・自己管理能力に関する成果) 

  ○ 地域福祉活動を企画する中で、地域の様々な課題を発見し、分析し、その課題解決に向けて友達と協

力しながら、解決することを数多く体験できた。（課題対応能力に関する成果） 

○ 自分たちが取り組んできたことを家庭や地域に報告することで、理解が深まるとともに、自分たちも 

地域の一員であるという意識が高まった。 

(イ) 研究の課題 

● キャリア教育においては、「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」だけでなく「人間関係形成・

社会形成能力」「キャリアプランニング能力」の育成を意識した学習の在り方を研究していくことが必

要である。 

● 地域福祉活動は、地域人として常にかかわる内容なので、今後も地域を見つめ、気付く児童の育成を

進めていく必要がある。そうすることで、大王谷の地域力の向上につながると考える。 

 

カ おわりに 

  今回の福祉教育に関しては、成合進也さんをはじめとする多くの日向市社会福祉協議会の方々にご協力い

ただいたことで実践が可能になったことはいうまでもありません。また、地域活動においては区長さんをは

じめ多くの方々に支えていただきました。これらの方々に心からお礼を申し上げます。 

 

 

10 大王谷こどもフェスティバルにおける報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 自己評価 

人間関係形成・社会的能力 ４．３５ 

自己理解・自己管理能力 ４．２７ 

課題対応能力 ４．３６ 

キャリアプランニング能力 ４．４２ 

 

大王谷学園では、毎年 11 月に地域の

方を招いて「大王谷こどもフェスティバ

ル」という行事で自分たちの学習の様子

を地域の方々に報告している。6年生は、

この発表の機会を活用し、地域福祉活動

の様子について報告することにした。 

これまで取り組んできた福祉活動の

基本は、地域であり、地域調査や地域福

祉活動においては、区長さんをはじめ多

くの地域の方々にご協力いただいた。ま

た、自分たちの取り組んできたことは地

域に直接かかわることなので、地域に住

んでいる多くの方々に活動の様子を知

ってもらうことで、地域福祉について考

えるきっかけとなった。 


